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はじめに
　近年の都市化，少子高齢化，情報化等による社会状
況の急激な変化を受けて，子ども達をめぐる健康問題
はますます深刻化してきている．中でも子どもの尊い
生命が奪われる等重大な児童虐待事件は後を絶たず，
平成24年度中に全国の児童相談所が対応した児童虐待
相談対応件数は，66,807件（速報値）にのぼりこれま
でで最多の件数となっている1）．
　国はこの社会的課題に対応するため，平成12年に
「児童虐待の防止に関する法律」（以下，児童虐待防止
法）を施行し，児童虐待問題に対する社会的な関心を
喚起させた2）．平成16年，平成19年には児童虐待防止
法と児童福祉法を改正し，さらに平成20年と平成23年
に児童福祉法，平成23年に民法を改正し，児童虐待の
早期発見や防止の強化を図っている．
　こうした社会情勢を受けて，文部科学省では，平成
20年に「養護教諭のための児童虐待対応の手引書」3）
を，平成21年に教職員用研修教材「児童虐待防止と学
校」4）を作成したり，平成22年「児童虐待の防止等の
ための学校，教育委員会の的確な対応について」を通
知したりして，学校等における児童虐待の早期発見・
通告，関係機関との連携，虐待を受けた子どもへの対
応等について，教職員の意識啓発と対応スキルの向上
を図るなど学校教育現場における児童虐待の取組の充
実を促進しているところである．
　総務省の調査5）によれば，平成21年度の児童相談所
における虐待相談の年齢構成の割合は，小学生が全体
の37.6% をしめている．日常的に子どもに関わる学校
の教職員は児童虐待をいち早く発見しやすい立場にあ
る．中でも，養護教諭は虐待を発見しやすい立場で
あり，教職員の中でもその役割期待が大きいものと
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要　旨
【目的】本研究の目的は，養護教諭の児童虐待対応における家族支援に対する役割認識と今後学校における児童虐
待対応の家族支援の在り方について検討することである．
【方法】A 県内の公立小学校に勤務する11名の養護教諭を対象に2011年6月～8月にインタビュー調査を行い，質的
帰納的分析を行った．
【結果】養護教諭の児童虐待対応における家族支援の役割認識は，【防止教育の充実を図る】【相談しやすい環境を
整える】【校内外で連携して継続的な支援をする】【早期発見と対応】【保護者の負担を軽減する】【保護者との信頼
関係を築く】の6つのカテゴリーで整理された．小学校に勤務する養護教諭は虐待の予防から早期発見と保護者の
負担が軽減するような子育て支援を含む継続的な対応という役割があると認識していることが明らかになった．
【結論】今後，養護教諭の児童虐待対応における家族支援を進めていくためには，養護教諭の学校等における適切
な児童虐待防止の取組をサポートしてもらえる地域や社会の支援体制の構築や研修体制の充実が喫緊の課題であ
る．今回明らかになった結果を踏まえて，調査対象を拡大する等，さらなる研究の蓄積をする必要がある．
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3． 調査内容と方法
　研究協力への同意が得られた11名の小学校に勤務す
る養護教諭に対して，対象者が勤務する各所属学校の
保健室において，半構成的面接法により1対1でのイ
ンタビューを実施した．許可を得たうえで IC レコー
ダーに録音し，その内容から逐語録を作成した．イン
タビューガイドに基づき，養護教諭が認識している児
童虐待における家族支援に関する役割について自由に
語ってもらった．
　インタビューガイドの主な内容は以下の通りである．
　1） 　これまでに出会った児童虐待事例の概要
　2） 　児童虐待事例への対応
　3） 　保護者に対する支援内容
　4） 　児童虐待対応における家族支援について，養護
教諭及び学校にどのような役割があると考えてい
るか
　5） 　虐待防止に向けた家族支援のための学校及び養
護教諭の対応の在り方．他
4． 分析方法
　本研究は，対象者のインタビューから得られた言語
から客観的なデータを抽出し，カテゴリーを体系的に
分類・整理できる質的帰納的分析方法を用いた．
　インタビュー内容を逐語化し，養護教諭の児童虐待
対応における「家族支援に対する役割」について語っ
ている事柄の記録単位を抽出して，意味内容を損なわ
ないように文脈又は段落ごとに初期コード化（一次
コード）の作業を1事例ごとに行った．続いて，対象
者11名それぞれで整理した初期コードを集め，内容の
類似性に従って分類し，抽象化の作業を経てコード化
（二次コード）した．
　二次コードをさらに意味内容の類似性に従って整理
分類し，抽象度を高めてサブカテゴリーとした．サブ
カテゴリーは，個々の内容と全サブカテゴリーの中で
の位置づけ，各カテゴリー間の関連性を考慮し，デー
タ分類およびサブカテゴリーネームの妥当性について
検討した上で命名した．サブカテゴリーは更に，高次
概念でカテゴリー化し，同様にカテゴリーネームを決
定した．それぞれのカテゴリーのネーミングに際して
は，修正と精錬を繰り返し行った．
　データ分析の過程において，質的研究法を熟知した
研究者のスーパービジョンを受け信用性を高めた．そ
の後，3名の看護学研究者に全コードの20% に相当す
るコードのカテゴリーへの再分類を依頼しスコットの
式により一致率を算出した．カテゴリーが信頼性を確
保していると判断するためには，70% 以上の一致率
考える．加えて，同じく総務省の調査5）では，平成21
年度の児童相談所における虐待相談の主な虐待者別件
数は，実母が58.5％，続いて実父が25.8％を占めてい
る．さらに，相談後の対応の種類では，児童福祉施設
への通所・入所や里親委託は9% であり，ほとんどが
在宅のまま支援を受けているのが現状である．
　児童虐待事例の増加の背景として指摘されている核
家族の増加や家族機能の低下は今後より強まることが
懸念されることや，児童相談所等へ相談・通告後も9
割は在宅支援にとどまることから，従来の学校におけ
る児童虐待への取組の強化充実を図るとともに，早期
発見・早期対応と同様に，家族支援に向けて取組を充
実させることが緊喫の課題であると考える．
　そこで，小学校に勤務する養護教諭が，児童虐待対
応における家族支援について，養護教諭及び学校にど
のような役割があると認識しているのかについて明ら
かにし，今後の学校における児童虐待対応の家族支援
の在り方について検討したい．
　本研究で用いる用語を以下に定義した．
児童虐待：保護者（親権を行う者，未成年後見人その
他の者で，児童を現に監護するものをいう．以下同
じ．）がその監護する児童（十八歳に満たない者をい
う．以下同じ．）に対し，身体的虐待，性的虐待，保
護者の怠慢・拒否（ネグレクト），心理的虐待を行う
こと．
家族支援：親が子どもに対して愛情を持って関わるこ
とができると共に，長期的な安定した関係性の基盤が
形成されるように支えること．
方　法
1． 研究対象者
　A 県内の公立小学校に勤務する養護教諭で，調査協
力に同意の得られた11名を研究対象者（以下対象者と
する）とした．調査協力者への依頼は，以下の通りで
ある．A 県内の全小学校（344校）の学校長宛に，管
轄下の養護教諭に対する面接調査参加及び協力の依頼
文書一式を郵送送付した．連絡カードの返信をもって
面接調査の参加及び協力の承諾を行った養護教諭に対
し，改めて面接調査についての詳しい説明を行い，同
意書の提出をもって，同意を得られたものとした．さ
らに，面接調査実施時においても，再度，説明を行い
同意を得た．
2． 調査期間
　2011年6月～2011年8月
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関する情報を提供する」「親子で参加する学校行事を
開催し，子どもとのかかわり方の学習の機会とする」
「発達段階に合った適切なしつけについて保護者に発
信する」の5コードで示された．
　具体的には，「就学時検診は必ず親子で来るので，
子どもが検診を受けている1時間くらいの時間を大事
に使って，子どもの発達や成長に関する情報を提供し
ています．でも，お母さんの相談相手はやっぱりお母
さんであることが多いので，子育ての大切さや成長の
個人差などについて正しい情報を多くの保護者に知っ
てもらう機会にしたい」と語り，養護教諭は，虐待を
引き起こすリスクとなりうる保護者の要因とされてい
る孤立や子育てのストレスへの対処や子どもの成長発
達としつけについて，保護者が学習する場を意図的に
設定したり，情報を提供したりしており，予防的な視
点で援助をしていく役割があると認識していた．
　〈子どもたちへの人権教育〉は，「将来父親・母親に
なる子どもたちに，思いやりの心，性に関すること，
大人になることの意味を教えていくこと」「性に関す
る指導や人権教育等が学校教育の中で計画的に行われ
るように中心になって体制を整えること」の2コード
で示された．具体的には，「学校では，その子の良さ
を認めて自分がかけがえない存在だと感じることがで
きるように，自己肯定感を育てることが大事」や「自
分も相手も同じように大切に思える気持ちを育ててい
きたい」「一人一人が大切な命を持っていること．そ
してその命を守ることが大人の役目だということを伝
えたい」と語り，養護教諭は，子どもが人権の大切さ
や大人になるということの意味を学ぶ機会を設定し，
虐待を防止するための教育を充実させる役割があると
が必要である6,7）．したがって，本研究においても70%
以上の一致率を信頼性の確保の基準とした．
5． 倫理的配慮
　文書並びに口頭で研究の趣旨，目的・方法，研究参
加・辞退の自由，辞退した場合に何ら不利益を被るこ
とはないこと，プライバシーの保護並びに個人情報の
遵守，データの匿名化と管理方法，研究結果の公表に
ついて対象者へ説明し，書面にて同意を得た．なお本
研究はA大学疫学研究倫理審査委員会の審査を受け，
承認（承認番号22-27）を得た後に実施した．
結　果
1． 対象者の概要 （表1）
　対象者の養護教諭としての経験年数は2年～34年
で，平均年数は16.3年であった．勤務している学校の
規模は，小規模校（学級数1～11）6名，大規模校（学
級数19以上）5名あった．養護教諭が対応した事例数
は，1～3事例で，平均1.7事例であった．
2． 小学校に勤務する養護教諭が認識している児童虐待
対応における家族支援に対する役割 （表2）
　データ分析の結果，総数56記録単位，27のコード
が抽出され，13サブカテゴリー，6カテゴリーに分
類された．カテゴリー別の記録単位数の占める割合
は，【防止教育の充実を図る】16記録単位（28.6%），
【相談しやすい環境を整える】10記録単位（17.9%），
【校内外で連携して継続的に支援する】10記録単位
（17.9%），【早期発見と対応】9記録単位（16.0%），
【保護者の負担を軽減する】6記録単位（10.7%），【保
護者との信頼関係を築く】5記録単位（8.9%）であっ
た．以下，カテゴリー別にその特徴を記述していく．
なお，記述にあたっては，各カテゴリーを【　】，サ
ブカテゴリーを〈　〉，コードを「　」，実際の養護教
諭の言葉を「斜体」で示す．
（1）【防止教育の充実を図る】
　カテゴリー【防止教育の充実を図る】は，〈保護者
に子育てに関する情報や学習の場を提供する〉〈子ど
もたちへの人権教育を推進する〉の2サブカテゴリー
で構成され，子育てに関する学習をしたり情報を発信
したり，将来父親・母親になる子どもたちに人権教育
を行う体制が整うよう働きかけるという内容で示され
た．
　〈保護者に子育てに関する情報や学習の場を提供す
る〉は，「就学時検診で，子育ての大切さについて情
報を提供する」「PTA セミナーで子育てに関するテー
マの講演会を開催する」「学校保健委員会で子育てに
表1　対象者の概要
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表2　養護教諭の家族支援に対する役割認識
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〈健康相談の活用を呼びかける〉は，「たよりで，健
康相談の利用を広報する」「子育て上の問題を抱えて
いると思われる保護者へ健康相談の利用を呼び掛け
る」の2コードで示された．
　〈虐待を早期に発見し対応する〉は，「保健室の機能
を活用して，虐待を早期に発見し，対応すること」の
1コードで示された．具体的には，「気になる子がいた
ら，保健室来室時にさりげなく生活の様子を聞いた
り，手当てをしながら外から見えていない部分に傷が
ないかをさりげなく確認したり，身体測定後は成長曲
線を作成して順調に成長しているかを確認したりし
て，小さなサインも見逃さずに早期に発見できるよう
に心がけている」と語り，保健室の機能を活かして対
応をしていた．
（5）【保護者の負担を軽減する】
　カテゴリー【保護者の負担を軽減する】は，〈保護
者の立場を理解する〉〈孤立した保護者を支える〉の2
サブカテゴリーで構成され，保護者の負担を軽減する
ために，保護者の立場を理解し，社会資源を活用した
り，負担が軽減されるように支援したりするという内
容で示された．
　（保護者の立場を理解する）は，「保護者が子育て上
の問題を抱えた時に，社会資源を活用して負担が軽減
できるように調整する」「家族が抱えている問題を理
解して，その家族がその家族なりに生活を送ることが
できるように支援する」「保護者に寄りそって心の動
きを察知し，タイミング良く支援する」の3コードで
示された．具体的には「夏休み等の長期休業中は，母
親のストレスが強くなるから，児童相談所の一時預か
りを利用するようにすすめた」「母親は文章を読むの
が苦手なので，お便りは電話で読んで伝えるようにし
たり，母親に代わって調査票に記入したりするなど，
できないことを支援することで，母親が困っているこ
とは学校に伝えてもいいんだと感じられるように働き
かけた」と語った．
　〈孤立した保護者を支える〉は，「孤立している保護
者を，子どもから解放してホッとできる時間を確保す
るために社会資源を活用できるよう調整する」「孤立
している保護者の心理面の支援をするよう心掛ける」
の2コードで示された．
（6）【保護者との信頼関係を築く】
　カテゴリー【保護者との信頼関係を築く】は，〈一
人一人の保護者とのよい関係を作る〉〈保護者との関
係性を保つ〉の2サブカテゴリーで構成され，保護者
の苦労をねぎらったり，保護者の気持ちをよく聞いた
認識していた．
（2）【相談しやすい環境を整える】
　カテゴリー【相談しやすい環境を整える】は，〈保
護者が相談をしやすい雰囲気を作る〉〈一緒に考えた
いという姿勢を示す〉の2サブカテゴリーで構成さ
れ，保健室は，保護者が子どもに関することを気軽に
相談し，養護教諭が一緒に考えてくれる場所であると
いう雰囲気や環境を作るという内容で示された．
　具体的には，「保護者が子どもに関することを何で
も気軽に相談できる雰囲気を作ること」や，「いつで
も，だれでも，気軽に立ち寄ることができるような雰
囲気の保健室を作ること」「虐待だけでなくその他の
ことも含めた子育てに関して，一緒に考えていきま
しょうという姿勢を養護教諭が示していく」「子ども
の成長について一緒に考えますという姿勢を伝える」
の4コードで示された．
（3）【校内外で連携して継続的に支援する】
　カテゴリー【校内外で連携して継続的に支援する】
は，〈子どもが自立するまでの長期間を継続して支援
する〉〈専門機関につなげる〉〈校内体制を整える〉の
3サブカテゴリーで構成され，子どもや保護者への支
援について，校内での共通理解及びチーム対応をする
ために体制を整えるだけでなく，子どもが自立するま
での期間を関係機関と連携して，継続的に支援をする
ことができる体制を作るという内容で示された．
〈子どもが自立するまでの長期間を継続して支援す
る〉は，「子どもが自立をするまでの期間を連続して
見守ることができるように，地域・学校・関係機関の
連携を図って支援する」「地域で孤立していたり，子
育て上の問題を抱えたりしている保護者へ，就学前か
らの継続した子育て支援体制を整えるために，地域や
幼稚園・保育園，関係機関との連携を図る」の2コー
ドで示された．
〈専門機関につなげる〉は，「学校医やスクールカウ
ンセラー等の専門職とつなぐ」の1コードで示された．
〈校内体制を整える〉は，「子どもや保護者の支援に
ついて，共通理解をしたり役割分担をしたりしてチー
ムで対応できるように調整すること」の1コードで示
された．
（4）【早期発見と対応】
　カテゴリー【早期発見と対応】は，〈健康相談の活
用を呼びかける〉〈虐待を早期に発見し対応する〉の
2サブカテゴリーで構成され，保健室の機能を活用し
て，健康相談を呼びかけたり，虐待のサインを発見し
たりして早期に対応するという内容で示された．
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〈一緒に考えたいという姿勢を示す〉ことで，保護者
が悩みや不安を相談しやすい環境を整えていた．そし
て「保護者の子育ての苦労をねぎらい，保護者との話
を聞く」「一人一人の保護者と対面し，子どものよさ
を伝えたり，保護者の気持ちを聞いたりする」ことで
保護者との信頼関係を築こうと努力していた．更に，
〈保護者に子育てに関する情報や学習の場を提供する〉
ことにより，親としての学びを支援するとともに，親
同士の学びあいの機会を設定してつながり作りをする
ことで，孤立を防ぎ，保護者の子どもに対する悩みや
不安，イライラを軽減し虐待のリスクを減少させるこ
とが養護教諭や学校の役割であると認識していた．
　〈子どもたちへの人権教育を推進する〉では，「将来
父親・母親になる子どもたちに，思いやりの心，性に
関すること，大人になることの意味を教えていくこ
と」や「性に関する指導や人権教育等が学校教育の中で
計画的に行われるように中心になって体制を整えるこ
と」により，養護教諭や学校は，子どもたちの人権を
大切にする心を育てることを通して，将来虐待をしな
い親を育てることにつながったり，現在虐待を受けて
いる子どもの自らが回復できる力（リジリエンシー）
を促したりするという役割があると認識していた．
　また，保健室の機能を活用し〈健康相談の活用を呼
びかける〉ことで，子育ての不安や悩み，問題を抱え
ている保護者を把握したり，〈虐待を早期に発見し対
応する〉よう心がけたりすることも，役割であると認
識していた．
　さらに，「校内体制を整える」「専門機関につなげ
る」「子どもが自立するまでの長期間を継続して支援
する」ことで，一人一人の子どもや家族が直面してい
る現状を複眼的にとらえ，子どもや家族が抱えている
問題を理解して，その家族がその家族なりにより健全
な生活を送ることができるように，チームで支援して
いく役割があると認識されていた．
　つまり，養護教諭は，児童虐待対応における家族支
援に対して，学校保健室という機能を最大限に活用
し，保護者の負担を軽減させるような子育て支援を含
む役割があると認識していた．さらに，虐待を予防す
る視点を持って校内外でのチーム的連携を組み，継続
的に支援する役割があると認識していることが示唆さ
れた．
2． 今後の学校における児童虐待対応の家族支援の在り方
　平成18年文部科学省「学校等における児童虐待対応
の取組について」（報告書）9）によれば，「学校は，一
り，たとえ拒否されても粘り強く対応したりして信頼
関係を築くことという内容で示された．
　〈一人一人の保護者とのよい関係を作る〉は，「保護
者の子育ての苦労をねぎらい，保護者の話をよく聞く
こと」「一人一人の保護者と対面し，子どもの良さを
伝えたり，保護者の気持ちを聞いたりすること」の2
コードで示された．
　〈保護者との関係性を保つ〉は，「学校と関わりをも
ちたがらない場合でも，「子ども」を理由に関係をも
ち続ける」「拒否されても，粘り強く対応する」の2
コードで示された．具体的には，「子どもができた事
や良かったところを伝えるようにしていたら，初めは
電話に出てくれなかった母親も，電話にでてくれるよ
うになった」「欠席の連絡がない時や，3日連続して欠
席をしたら家庭訪問をするという約束をして，続けて
いたら母親が欠席の連絡をするようになったり，3日
目には登校をするようになった」と語った．養護教諭
は，一人一人の保護者の立場を理解することや，たと
え保護者が学校とのかかわりをもちたがらない場合で
も，関係を絶たないように声をかけたり，工夫をした
りしていくことが，保護者との信頼関係を築くために
大切であると認識していた．
考　察
1． 小学校に勤務する養護教諭が認識している児童虐待
対応における家族支援に対する役割
　小学校に勤務する養護教諭は，虐待の予防から早期
発見と，保護者の負担を軽減させるような子育て支援
を含む継続的な対応という役割があると認識している
ことが明らかになった．
　無藤らは8），援助の方法はケースの重篤度によって
3つの段階に分類されると指摘し，第1の段階は，状況
が発展する以前に行われる「予防的介入」，第2の段階
は子どもや保護者の示すサインを察知して虐待を早期
に発見し援助を行う「早期介入」，第3の段階は，すで
に発展している状況の影響を最小限にとどめることを
目的とし，子どもの安全を守りつつ状況の改善を図る
「治療的介入」である，と述べている．
　本調査においても同様に，【相談しやすい環境を整
える】【保護者との信頼関係を築く】【防止教育の充実
を図る】の内容は，前述の「予防的介入」と合致し，
さらに，【早期発見と対応】は「早期介入」と，【保護
者の負担を軽減する】【校内外で連携して継続的に支
援する】は「治療的介入」と合致するものと考える．
　養護教諭は〈保護者が相談しやすい雰囲気を作る〉
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校に勤務する11名の養護教諭を対象にインタビュー調
査を行い，質的帰納的分析を行った．結果，養護教諭
の児童虐待対応における家族支援の役割認識は，【防
止教育の充実を図る】【相談しやすい環境を整える】
【校内外で連携して継続的に支援する】【早期発見と対
応】【保護者の負担を軽減する】【保護者との信頼関係
を築く】の6つのカテゴリーで整理された．養護教諭
は虐待の予防から早期発見と，保護者の負担が軽減す
るような子育て支援を含む継続的な対応という役割が
あると認識していることが明らかになった．
　今後，学校等における適切な児童虐待防止の取組を
サポートしてもらえる地域や社会の支援体制の構築や
研修体制の充実が喫緊の課題である．
　本研究は，虐待を発見しやすい立場であり，教職員
の中でもその役割期待が大きい養護教諭の語りに着目
し，養護教諭の家族支援に対する役割認識について実
証的に明らかにしたことに意義がある．しかし，A 県
という限定された地域での結果であるため，今回明ら
かになった結果を踏まえて対象を拡大する等，さらな
る研究の蓄積と発展に取り組む必要がある．
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結　語
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Summary
Purpose
　This study aimed to investigate how Yogo teachers perceive their roles in providing support to families in child abuse cases 
and what future forms of family support should be provided in cases of child abuse.
Method
　Interviews were conducted with 11 Yogo teachers employed at public elementary schools in Prefecture A from June to 
August 2011, and a qualitative inductive analysis of the interview data was conducted.
Results
　Roles perceived by Yogo teachers for providing support to families in child abuse cases were categorized into the following 
six categories: working to enhance preventive education.  creating an environment conducive to consultation.  out-of-
school connections and continuous support.  early detection of abuse and addressing it.  reducing the burden on guardians.  
and building trust relationships with guardians.  Yogo teachers perceived their roles to include prevention, early detection, and 
ongoing work to address of child abuse, such as providing child-rearing support to reduce the parenting burden on guardians.
Conclusion
　Pressing topics for the future include improving training programs and constructing community support and social support 
systems for helping Yogo teachers take appropriate preventive measures against child abuse.　In light of these study results, 
further accumulation of research results through expansion of the surveyed population is needed.
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